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ヘッドライン　 実生活や社会の中で利用されている 
化学反応の例

　本ヘッドラインでは，高等学校の化学で学習する反応が，私たちの日常生活や企業活動に
おいてどのように応用されているのかを，中学校や高等学校の教員が授業で活用しやすい実
践例を通して紹介する。生徒の学習意欲を高めるとともに，化学の現実的な応用への理解を
深める一助となることを期待する。
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次号ヘッドライン  日本の近代化学史・黎明期番外編

　奈良先端科学技術大学院大学は科学技術分野に特化した学部を持たない国立の大
学院大学として 1991 年に設立されました。情報科学・バイオサイエンス・物質創
成科学の 3領域の研究を中心としながら，これらの融合領域研究も推進していま
す。様々な大学・学部で学んだ国内の学生に加え，世界約 50 ヵ国・地域から学生
を受け入れています。また，トップレベルの研究者である教員が世界各国から集
まっています。この多様性が，最先端研究の原動力となり，日々新発見や新技術が
生まれています。

表紙の言葉　奈良先端科学技術大学院大学

〔令和8年度（2026年度）　化教誌編集委員会委員一覧〕
委 員 長 籔内　一博　　
副委員長 兵藤　友紀　　松岡　雅忠
担当役員 石井　洋一　　五十嵐達也
編集委員 浅子　壮美　　池田　俊明　　岩井　秀人　　尾身　洋典　　河西奈保子　　
 熊本　卓哉　　高見　　聡　　佃　　俊明　　西村慎之介　　松浦　紀之　　
 宮本　一弘　　村中　厚哉　　山本　哲也　　渡辺　真伍


